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自己紹介



11年前 

①2008年に飛騨高山来て、 

美容室Gardenオープン 

当時26歳髪を切り始めてまだ歴2年 

場所は、 
地元でもない、ツテもない、働いた事もない 
それも市街地の江名子で、　メンバーは・・・

佐藤　乃之（のりゆき）



⑴元郵便局員の奥さん 

⑵元食品販売の後輩 

⑶男性のカリアゲと年配のカットだけの美容師 

⑷アシスト業務はなんでもできる妊娠6ヶ月 

「佐藤と愉快な4人の仲間達でオープン」

11年前



こんなメンバーでオープンして 
たった半年で 
なんと！

11年前

もう　潰れそう（T_T）



①現在美容室4店舗経営。 

②デザイン業務 
③化粧品企画製造　　化粧品メーカー 
④化粧品卸業　　　　サロン向け問屋 

⑤民泊　　　　　　　8部屋 

⑥今年に入って講師業も始めました。

現在



今日は学びをお伝えする 

講師という立場で 

皆さんにお話しします。



学びとは？



1つのモノゴトを沢山の視点から 

観られるようになる事



沢山の視点の中から 

あなたは 

好きな目線を選んで良い



真実は 
いつも 
一つ



富とは？



全ての金融資産を 

失った後に 

あなたに残ったもの



何するの？



飛騨に継続的に学べる 
環境を作ることで地域に

学びの文化



学びの文化を 
どうやって作るのか？

 STEP1    飛騨で学びに触れる

 STEP2    学びを交換し合う
学び合えるコミニュティを作る

 STEP3    コミュニティが広がり文化となっていく



複  業



美容業界は 

問題を抱えて 

いました。



一般的な美容室

20代 
前半

20代 
後半 30代 40代 50代 60代

収入

理想の収入
ギャップ



どうしてこうなった？

沢山の原因の中で２つを 

ピックアップします。



上限が決まってくる 
　・自ずと売上にも限界が出てくる。 

　・基本的に　労働時間＝売上

一般的な美容室

その１　そもそも席（枠）ありきのビジネス

マッサージと同じように 
「カット　一人　１時間」同時にはできない。　



一般的な美容室

その２　アシスタント問題

チームで200万
スタイリスト

アシスタント アシスタント アシスタント

スタイリスト 

収入50万

アシスタント 

一人15万

一人で50万

スタイリスト 

収入20万



美容業界で、さらに 

給料を伸ばしていく 

良い方法はないのか？



美容師 

最大の武器が 

あるじゃないか！



それは髪を切れる事でもなく 

国家資格の美容師免許を 

持っている事でもない



信 頼 関 係
お客様との



お客様との信 頼を軸に

広げて 
展開する その方法が 

クロスセル 
（マーケティング手法）



クロスセル

ハンバーガーを買った人に 
ポテトやドリンク、デザートを勧める追加する

車を購入　車は移動手段だったのを 
・泊まれる仕様にして遠出の旅へ 
・音響を良くして、音楽を聞く場へ

価値観を 
変える



お客様との信 頼を軸に

どこに 
広げる？

どうやって 
広げる？

じゃあ 
美容室では



コスメ 
2.7兆円

サプリ 
1.2兆円

ヒントは美容業界の 
市場規模（２０１９版）

美容業界  

2.1兆円
セルフヘルスケア 

2兆円

ネイル  
0.1

エステ  
0.3

脱毛  
0.3

セルヘルスケア 
＋医薬部外品＆食品 

５兆円



ちなみにセルフヘルスケア市場を 
利用する主な目的（２０１８版）



美容師 信頼

ネイル エステ

ヘアケア

コスメサプリ



一般的な美容室

20代 
前半

20代 
後半 30代 40代 50代 60代

収入

理想の収入
ギャップ



従来の副業では 

副業　＝　アルバイト

・会社に隠れてやって心苦しい。 

・お小遣いを稼ぎ





とは言っても、 

副業を会社が禁止してる



ダメな副業

・アルバイトなど（会社に不利益が生じる副業） 

・公務員は法律的に駄目（現在緩和中）

・社内副業（事務が営業）

オーケーな副業

得られるのは金銭だけとは限らない

・会社に利益をもたらす副業（材木屋）
・金融投資もOK  ・ネット上の副業（ランサーズ　ココナラ）

・ボランティアなど（人脈を増やす）





最高の副業とは



これからの副業とは







なぜ？起業ではなく副業なのか？

リスクが大きい

・仕事の能力と起業の能力は別

・何も知らないと多大な借金を背負う

・早く結果を出さないと倒産する



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

①本業がある 

・いきなり起業しない 
・すぐに結果が出なくて良い



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

②会社がある 

・最大の資源である。  
・会社というすでに成り立っている組織



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

③リスクの分散 

・今の会社はこのまま成り立つ？  
・一点張りは負ける



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

④成長する 

・最高のコンサルタント  
・社長が社員



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

⑤お金が手に入る 

・それは全く違う価値のお金です



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

⑥節税できる 

・起業の最大のメリットが



なぜ？起業ではなく副業なのか？

７つのメリット

⑦未来が開ける 

・楽しみながら仕事  
・人生100年時代に




